
 

 重点研究「北海道の木造住宅の耐震改修促進を目的

とした耐震診断・補強効果評価手法に関する研究

（H18～20）」において、北海道が先駆的に取り組ん

できた外張断熱壁構法（付加断熱壁構法を含む）につ

いて、その構成方法に着眼し、耐震性と断熱性及び耐

久性を同時に向上させる、合理的で、どの地域の工務

店でも容易に実施可能なローテク・ローコスト改修手

法として再構築しました。本研究では、当該壁構法に

不可欠である外張用の高耐力ファスナーについて、所

要の構造耐力を発揮させるための要求性能を満足し

ているか否かを判断するための機械的性能を試験、評

価する方法の提案を試みます。 

当研究所では、共同研究「外張断熱および通気層を

施した面材耐力壁の構造耐力向上技術に関する研究

（H21、22）」において、外張断熱壁において所要の

構造性能を確保するために必要な高耐力ファスナー

の性能を実験的に明らかにして行きます。 

今年度は、外張断熱用ファスナーの構造耐力に関す

る既往の試験方法と実験データを精査しました。来年

度は、今年度の情報を踏まえ、上述の共同研究と連携

を取りながら、外張断熱耐力壁の構造耐力実験時に確

認される外張断熱用ファスナーの変形性状や破損形

態と整合性の取れた試験・評価方法を構築します。 

 外張断熱厚さが薄くなると、支持耐力が増して厚い場合よりも安全側になるとういう基本支持耐力

性能を確認しました。また、100 ㎜程度の断熱厚さで、かつ、一般的なファスナー留め付け間隔と

した外張断熱外装下地に、質量 50kg/㎡程度の外装材荷重が作用した場合の垂れ下がり量は概ね

0.2 ㎜以下と微少であり、実用上問題ないことなどを把握しました。これら基本支持性能と、耐力壁

としての構造耐力とを確保できる高耐力ファスナービスの性能を確認・評価できる手法を提案するこ

とにより、耐震性・断熱性・耐久性が向上する、新築及び改修のいずれにも適用できる外張断熱耐力

壁構法の信頼性を確保することが可能となります。 
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断熱材の種類と支持耐力特性の関係一例

外張断熱壁における外装材下地支持力の試験方法の一例 

 

通気胴縁
18X45

ファスナーL120
留め付け本数試験
　･2本
　･3本
　･4本

断熱材なし
(空間50mm)

変位計
(ｽﾄﾛｰｸ100mm以上)

@
22
5,
@3
0
3,
@4
55

柱 105X105

留
め
付

け
間
隔
試
験

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

0 1 2 3 4 5

変位(mm)

フ
ァ

ス
ナ

ー
1
本

あ
た

り
の

荷
重

(k
N

)

t25

t50

t100

EPSの場合

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

変位(mm)

フ
ァ

ス
ナ

ー
1
本

あ
た

り
の

荷
重

(k
N

)

XPS EPS

PUF

PF

0.07kN

断熱材厚さと支持耐力特性 

B A

D

C

研究期間：平成２１～２２年度（継続） 
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